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背景・目的  

次世代の核医学装置の要望として、術中に診断を行うことが重要視されている。そこで、検体

を検出器で覆う必要のない検出機構を持つコンプトンカメラに着目し、ポータブルなリアルタイ

ムイメージャーを作成することで要望を満足できる。これを実現するには、リアルタイム画像再

構成が不可欠であり、並列計算により処理を高速化することで可能となると考えられる[1]。本研

究では、GPU(Graphics Processing Unit)やマルチコア CPUを用いた並列計算による高速化を検討す

る。 

手法・結果・結び  

再構成を行うためのデータを取得した系を図１に示す。

モンテカルロシミュレーションにより、このファントム

からのガンマ線を 10,000イベント採取した。画像再構成

法としては、Back-projection(BP)と Ram-Lakフィルターに

よる Filtered-back-projection(FBP)を実装、比較した。 

プラットフォームとして、GPUを用いた並列計算には

OpenCL を、マルチコア CPU を用いた並列計算には

OpenMP を使用した。それぞれの演算機として、ATI 

Radeon HD 5870 (GPU)と 2個の 2.66 GHz 6-Core intel 

Xeon (マルチコア CPU)を使用した。実装した並列度は

それぞれ 3,600と 24並列である。マルチコア CPUでは

並度は高くできない反面、外部ハードウェアの必要がな

いという利点がある。 

この条件の下、画像再構成に要した時間をまとめたも

のが図２である。各並列化手法で演算が高速化されてい

る様子が見て取れるが、特に GPUを用いることで、BP、

FBP ともに秒単位で画像再構成を行うことが可能であることがわかる。しかし、リアルタイム再

構成には至っていないため、GPUを複数個用いたクロスプラットフォームな実装により並列度を

向上させる必要がある。 
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